
 

愛媛県生まれ。本名は幸吉。 

明治 44（1911）年に描いた津村順天堂の婦人薬「中 将
ちゅうじょう

湯
とう

」の広告絵が評判となり、挿絵を

描くようになる。 

『少女画報』、『少女倶楽部』、『少女の友』、『少女の國』などの少女雑誌だけでなく、少年雑誌、

婦人雑誌に至るまで様々な雑誌の挿絵を手掛けた。美しくも妖しい魅力の少年・少女、流行の

最先端のファッションに身を包んだモダンガールを描いて一世を風靡。作品のみならず、華宵

の存在そのものが憧れの的となる。昭和 6（1931）年以降は、挿絵の仕事を少しずつ減らし、

日本画制作に励む。戦後は子ども向けの絵本や単行本などを手掛けた。 

大正期から昭和初期にかけて広告絵や雑誌の挿絵で一世を風靡した高畠華宵。日本に入ってきた西洋の

流行をいち早く取り入れて和洋折衷の装いを作り出し、斬新な着こなしを提案するなど、ファッション

リーダー的な存在としても注目されていました。繰り返されるレトロブームにおいても、この時代のモ

ダンな装いや小物使いは変わらぬ人気です。華宵はどのような生涯を歩んだのでしょうか。 
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わすれなぐさ 

華宵好み 

華宵便箋 

中将湯 

華宵事件 

♪♪  5/19～7/14 企画展「少女雑誌の中に見る 熊本ゆかりの人々」開催中です ♪♪ 
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